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１．はじめに 

 

ITS サービスの推進により，道路分野では渋滞，災

害，規制，プローブデータなどの多様な電子情報（以

下，「道路関連情報」という．）が地図を介して交換

されている．このような多様な道路関連情報が既存の

枠組みを越えて，組織や分野横断的に流通し，マッシ

ュアップができれば，既存の情報提供サービスの高度

化や新たなサービスを実現する．  

しかし，現状の地図を介した道路関連情報の交換に

は，大別して 2 つの課題を抱えている 1)．ひとつめは，

情報の送り手の持つ地図の経緯度を用いて情報交換す

ると，受け手の地図上で異なる位置を示す可能性があ

る課題である．この課題は，各組織で保有する地図が

異なることが起因している．ふたつめは，既存の道路

地図（DRM：Digital Road Map や VICS：Vehicle 

Information and Communication System）が持つネットワ

ーク ID を基にした情報交換は，当該 ID の経年変化の

影響を受ける課題である．この課題は，道路の新設や

拡幅などの変化に伴い，ノードおよびリンクの ID が

変化する運用になっていることが起因している． 

一方，当該分野の国際規格に着目すると，ITS 分野

の位置参照方式（ISO 17572）1)や線形参照（ISO/FDIS 

19148）2)がある．しかし，いずれの規格も具体的な運

用方法は示されていない．また，既往研究でも経緯度

による位置参照方式 3)-6)に加え，道路の区間と参照点

とを用いて相対的に道路上の位置を特定し，異なる地

図間で正確に道路情報を交換できる方式（以下，本文

では「ID 方式」という．）7)-8)を提案している．しか

し，後者の既往研究では，ID 方式の仕様作成，仕様に

即した位置参照テーブル（以下，本文では「ID テーブ

ル」という．）の整備および同方式の有用性の立証が

残されている． 

本研究の目的は，ID 方式を実用化し，既存の情報提

供サービスの高度化や新たなサービスの創出を実現す

ることとした．本稿は，ID 方式を実現する仕様および

ID テーブルの整備状況を報告する． 

 

２．道路の区間 ID 方式の概念 

 

（１）道路の区間 ID 方式による位置参照方法 

ID 方式は，道路の区間と参照点とに恒久的な ID を

付与し，区間と参照点および参照点からの道程を元に

位置を表現する．この結果，図-1 のように，道路との

相対位置関係を各主体で正確に共有できるようになり，

前章で述べた 2 つの課題を解決する． 

（２）道路の区間 ID 方式の要件定義 

本研究では，事業関係者（道路管理者，カーナビ地

図メーカ，カーナビメーカや自動車メーカ）と議論し，

ID 方式への要件を次のとおり定義した． 

a. 道路を基準に相対的位置関係が表現できること．

b. 距離標で管理されるデータが容易に扱えること． 

c. ID 付番規則が明確で，全道路に適用できること． 

d.情報交換に伴うデータ量が軽量であること． 

抄録：ITS の進展に伴い，道路分野でも多様な道路関連情報が地図を介して交換されている．こ

の多様な道路関連情報が組織や分野横断的に流通すると，既存の情報提供サービスの高度化や新た

なサービスを実現する．しかし，地図を介した情報交換は，送り手の持つ地図の経緯度を用いると，

受け手の地図上で異なる位置を示す可能性がある．また，既存の道路地図が持つネットワーク ID
を基にした情報交換は経年変化の影響を受ける課題がある． 
本研究では，道路の区間と参照点とを用いて相対的に道路上の位置を特定し，異なる地図間でも

正確に道路情報が交換できる道路の区間 ID 方式の仕様を具体化し，情報交換で用いる道路の区間

ID テーブルを整備した． 
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道路関連情報の流通のための道路の区間 ID 方式 （31）
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図-1 ID 方式による位置情報の共有 

e. 道路網の変更による経年変化に対応できること． 

f. ID テーブル更新の労力が少ないこと． 

 

３．道路の区間 ID 方式の仕様作成 

 

（１）区間の定義 

区間は，道路の起終点，都道府県道以上の交差点お

よび県境で区切られる 2 点間毎に一つの単位とした．

道路の起終点は，都道府県道以上との交差点または県

境でない場合も参照点を設定の上，区間の端点とする．

図-2 のような場合，区間の端点となる参照点は，県境

と都道府県道と交差する点に設定される．したがって，

A，B および C の 3 つの区間となる． 

（２）参照点の定義 

参照点は，区間の端点とそれ以外の経由点として，

代表的な交差点，距離標，市区町村境およびその他道

路管理者が定める点とした．したがって，参照点は，

区間の端点として用いる点と経由点として用いる点か

らなり，表-1 に示すとおり，参照点の種類で区分する

こととした． 

（３）ID の表現方法 

区間および参照点は，既存の DRM9)を用いて道路の

概念としてのひとまとまりのセグメントや基準となる

点に付与する．図-3 は具体例を示しており，例えば，

二条化している道路や交差点は抽象化した上で付与す 

参照点

参照点（区間の端点）

参照点

参照点（区間の端点）

国道事
務所

市区町村道

市区町村境

○○工業団地
（大規模施設）

都道府県道

距離標 自専道
区間

道路の区
間ID方式

国道○号

●●県
国道事
務所

区間A 区間B 区間C

 
図-2 区間の設定例 

表-1 参照点の種類 

参照点の種類 

区分 

区間の端点 

（端点） 

区間の端点以外

（経由点） 

（１）交差点 
立体交差、JCT、IC 部 （○）※1 （○）※2 

上記以外の交差点 （○）※1 （○）※2 

（２）距離標  ○ 

（３）県境 ○  
（４）市区町村境  ○ 
（５）その他道路管理者が定める点 
（道路管理者が異なる箇所、自動車専用道路

に指定されている区間の起終点、大規模施設

等へのアクセス点） 

 ○ 

 
※1：当初設定以降，都道府県道以上の交差点のみ区間の端点となる． 
※2：区間の間に都道府県道以上の交差点が設置されても当該点は区間の端点とはならない． 
 

る．区間および参照点には，JIS X 041010)に準拠したエ

リアコード（6 桁）と，各エリアコード内で一意に付

番するシーケンシャル ID（5 桁）の計 11 桁の恒久的

かつ重複のない ID を付与する規定とした． 

（４）ID テーブルの構成 

ID テーブルには，区間および参照点の ID を補足す

る属性値を持つ仕様とした．属性は，表-2 に示すとお

り，区間および参照点それぞれに対して，a)当該 ID の

場所を特定するために必要な情報，b)ID テーブル生成

時に使用したデータとの対応を示す情報を定義した．

ただし，道路の形状や接続関係を示す属性は保持しな

いこととした．  

（５）ID テーブルの整備方法 

ID テーブルの作成には，DRM および(財)日本デジタ

ル道路地図協会が生成するペアリンクデータ（二条の

道路におけるリンクや交差点のペアを定義したリス

ト）を用いる．具体的な整備手順としては，まず，DRM

にペアリンクデータを適用し，道路を一条化する．そ

の上で，今回の整備対象の道路交通センサスに該当す

る DRM リンクを抽出する．次に，参照点として，区

間の端点を設定し，さらに経由点を設定する．最後に，

DRM などを参照しつつ，区間および参照点の各属性

を定義する． 

（６）道路の区間 ID の更新方法 

道路網や道路構造は経年変化することから，区間 ID

方式でも柔軟な更新方法を確立しておく必要がある．

本研究では，経年変化により想定される区間や参照点

の変化のパターンを抽出し，各パターンに対し自動処

理による区間および参照点 ID の更新が可能であるか 
 

表-2 区間および参照点の属性情報 
要素 属性区分 属性

a)場所を特定するために必要な情報

起点参照点ID，起点距離標値，終点参
照点ID，終点距離標値，リンク長，道路
種別コード，参照点（参照点ID，起点か
らの距離），路線（主道路判別フラグ，路
線コード，路線名）

b)IDテーブル生成時に使用したデータ
との対応を示す情報

DRMバージョン番号，対応DRMリンク（2
次メッシュコード，基本道路リンク番号）

a)場所を特定するために必要な情報
種別コード，参照点名称，距離標（区間
ID，距離標値）

b)IDテーブル生成時に使用したデータ
との対応を示す情報

DRMバージョン番号，対応DRMノード（2
次メッシュコード，基本道路ノード番号）

参照点

区間
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：ノード
：リンク

DRMデータ ペアリンクデータ

：ノード
：リンク

：統合交差点
：ペアリンク

道路の区間IDテーブルDRMデータ ペアリンクデータ

：参照点
：区間(区間毎に色分け)
：参照点
：区間(区間毎に色分け)

：ノード
：リンク

：統合交差点

：ペアリンク

DRMデータ ペアリンクデータ

道路の区間IDテーブル

：参照点
：区間(区間毎に色分け)
：参照点
：区間(区間毎に色分け)

道路の区間IDテーブル

：参照点
：区間(区間毎に色分け)
：参照点
：区間(区間毎に色分け)

：統合交差点
：ペアリンク

 
図-3 区間および参照点の設定方法 

 
表-3 区間の新設における更新パターン 

大分類
小分類

（変更内容）

新規路線

（関係既存路線）

延伸

バイパス建築（従来
の道は残り、バイパ
ス側が本ルートとな
る場合）

路
線
の
新
設

更新パターン

路線の変化

(a)

(b)

(a)

(b)

(c)

(a)

(b)

(c)

(d)

※上記以外にも、2本以上にバイパスが増える場合もあり

(e)

なし

なし

新規追加となる参照点

新規追加となる区間 ペアリンク

凡例：

 
 

を分析した．具体的には，a)区間の新設，b)道路の線

形形状および路線管理上の変更，c)ペアリンクデータ

の変更の 3 区分の各パターンを分析した． 

表-3 は，区間の新設の場合のパターンである．表に

示すとおり，区間の新設は計 10 パターンで整理可能で

あり，いずれも自動処理が可能であることを確認した． 

道路の線形改良および路線管理上の変更では，計 14

パターンで整理可能であり，いずれも自動処理が可能

であることを確認した．表-4 はその一部を示している． 

今回のデータ生成で活用したペアリンクデータの変

更では，計 9 パターンで整理可能であることを明らか

にした．表-5 はその一部を示している．ペアリンクデ

ータの変更は，自動処理では新たな区間の生成である

のか，ペアリンクデータの変更であるのかの判別が難

しいケースが存在する可能性がある．したがって，完

全な自動処理で ID テーブルを更新するには，ペアリ

ンクデータの履歴管理などを定める必要があることが

明らかになった． 

（７）既存の道路網との比較 

表-6 は，既存の道路網と ID 方式とを比較した結果

を示している．例えば VICS1)および道路交通センサス

は，リンクのみが ID 付与の対象である．一方，DRM

は，ノードおよびリンクを ID の付与対象としている

が，道路形状に関する情報も保持している．また，ID

方式の最大の特徴は，ID の経年変化への対応であり，

一度付与した ID は変更しない点にある． 

本研究で具体化した ID 方式は，国際標準にも則し

た仕様としている．具体的には，ISO 17572 の Pre-coded 

profile1)に準拠しており，当該標準の実装例と位置づけ 
 

表-4 道路の線形改良および路線管理上の変更の更新

パターン（一部） 

大分類
小分類

（変更内容）

小さなルート
変更（延長の
変化小）

大きなルート
変更（延長の
大きな変化
を伴う）

路
線
管
理
上
の
変
更

（
現
地
形
状
の
変
化
無
し

）

昇格／降格
（路線全体）

更新パターン

路
線
の
線
形
改
良

（
旧
道
は
残
ら
な
い

）

路線の変化

(a)

(b)

(a)

(ｂ) 廃止

途中参照点あり

廃止区間A

区間A

区間A

区間A

区間A

市道

区間A

県道

昇格(全体)

降格(全体)

県道 市道

国道 県道

(a)

(a)

(ｂ)

新規追加となる参照
点新規追加となる区間 ペアリンク

凡例：
計7パターン
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表-5 ペアリングの変更の更新パターン（一部） 

大分類
小分類

（変更内容）

①一条　→
二条

②二条　→
二条

更新パターン

路線の変化

ペ
ア
リ
ン
ク
の
変
更

(a)

(ｂ)

(ｃ)

(ｄ)

ペアリンクなし

ペアリンクなし ペアリンクあり

(a)

新規追加となる参照点

新規追加となる区間 ペアリンク

凡例：
計5パターン

 
 

られる．また，ID 方式を用いて位置を表現する際の要

素は，ISO/FDIS 191482)の表現を参考に定義可能である． 

 

３． 道路の区間 ID テーブルの整備 

 

本研究では，具体化した ID 方式の仕様に則した ID

テーブルを作成した．具体的には，初期整備として，

主に都道府県道以上の重要路線として扱われている道

路交通センサス対象路線 11)の約 20万 kmを対象とした．

表-7 は整備した ID テーブルの概要である．データ量

は約 32MB，区間数は約 9 万区間，参照点数は約 11 万

点であった．区間の平均リンク長は，約 2.1km であっ

た．整備対象範囲が異なるため，一概な比較はできな

いが，DRM 基本道路が整備延長約 39 万 km に対して

リンク数が約 131 万であり，区間数は大幅に減少して

いる．  

 

４．おわりに 

 

本稿は，道路の区間と参照点とを用いて相対的に道

路上の位置を特定し，異なる地図間でも正確に道路関

連情報が交換できる ID 方式の仕様および ID テーブル

の整備状況を報告した． 

ID 方式の利用には，各主体が保有する道路地図と ID

テーブルとの関連付けが必要となる．また，効率よく

円滑に情報を交換する仕様を定めることが望ましい．

今後は，実際に整備した ID テーブルを用いて道路関

連情報を交換し，ID 方式の有用性を検証する． 

 

 

表-6 既存の道路網と道路の区間 ID 方式との比較 
既存の方式で利用されているノード・リンク（例） 

道路の区間 ID 
テーブル DRM VICS 

道路交通 
センサス 

ID 付与対象 区間、参照点 ノード、リンク リンク リンク 
ID の経年変化 経年変化しない 経年変化する 

（リンクを分割

する新設道路が

整備された場合

等） 

経年変化する 
（過去3時点（年）

分の ID は保持）

経年変化する 
（道路交通調査

毎に変化する場

合がある） 

道路形状の表現 
（形状変化点の

有無）） 

道路形状なし 道路形状あり 道路形状なし 道路形状なし 

 
 

表-7 整備した道路区間 ID テーブルの概要 
データ量 

No 地域 
参照点(MB) 区間 (MB) 

区間数 参照点数 
区間の平均

リンク長（m）

1 北海道 1.05 1.33 4,327 11,048 4,344
2 東北 1.16 2.33 9,213 12,498 2,821
3 北陸 0.67 1.62 6,862 7,246 1,822
4 関東 1.95 4.60 19,291 21,403 1,677
5 中部 1.07 2.51 10,219 11,525 1,832
6 近畿 1.38 3.18 13,463 15,026 1,590
7 中国 0.89 1.98 8,204 9,669 2,338
8 四国 0.59 1.30 5,601 6,380 2,080
9 九州 1.30 2.91 12,100 14,159 2,053

10 沖縄 0.12 0.25 1,121 1,302 1,427
合計 10.18 22.01 90,401 110,256 2,101  
 

謝辞：本研究は，官民で構成した「位置参照方式検討

会」で議論を重ねてまとめた成果であり，同検討会の

委員には貴重なご意見・示唆を賜ったこと，ここに記

して感謝の意を表する． 
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